
令和４年度日本学生支援機構大学院奨学生 

（第一種・第二種）の募集について 
このことについて、下記のとおりお知らせします。申請希望者は、下記要領で期限

内に申込手続きを行ってください。  

記  

 

１．募集案内の配付・申請希望の申し出等  

  ◆申請希望者には募集案内（※）等必要書類を配付します（ M1,D1 学生にはオリ

エンテーション資料として配付済み）。教育学部 ･教育学研究科教務係窓口にて

受領ください。来学できない方には郵送しますので、郵送先・宛先を教務係宛

メールでお知らせください。  

※募集案内は、以下の日本学生支援機構ホームページからダウンロードも可能で

す。  

日 本 学 生 支 援 機 構 ホ ー ム → 奨 学 金 → 申 込 み に 関 す る 手 続 き → 進 学 後 に 申 し 込 む

（在学採用）→在学採用の申込みのてびき（奨学金案内）→大学院に在学中の方  

   https://www.jasso.go.jp/shogakukin/moshikomi/zaigaku/tebiki/in.html 

 

２．申請希望の方は、教務係にメールにて連絡をお願いします。  

メール件名：【日本学生支援機構貸与奨学金（大学院）申請希望・「学籍番号」「氏名」】 

 

３．申込手続き  

Ⅰ．必 要 書 類 の 提 出 期 限  

◆提出先、提出期限等  

①令和４年４月２５日（月）教務係締切→初回交付は令和４年６月１０日（金） 

②令和４年５月３０日（月）教務係締切→初回交付は令和４年７月１１日（月） 

（②の申請者も 4/25 までに申請希望の旨、教務係あてメール連絡すること）  

教育学部 ･教育学研究科教務係宛に提出ください。（締切厳守）  

 

Ⅱ．必 要 書 類  

※ 提 出 さ れ た 書 類 は 返 却 し ま せ ん の で 、 各 自 、 写 し を と っ て 保 管 し て お く こ と 。  

① 確 認 書兼 個 人 信用 情 報 の取 扱 い に関 す る 同意 書 提 出用 [所 定 用紙 ] 

② 成 績 証明 書 (本 学部 ・ 研 究科 出 身 者は 不 要 ) 

前 期 課 程学 生 は 学部 在 学 時の も の 。  

後 期 課 程学 生 は 前期 課 程 在学 時 の もの 。  

  ③ 収入 計 算 書 [用 紙 ② 所定 用 紙 ] 

本 人 の 令 和 ３ 年 及 び 令 和 ４ 年 の 収 入 に 関 す る 状 況 (見 込 )に つ い て 記 入 す る こ と 。

な お 、 ス カ ラ ネ ッ ト に 入 力 す る 際 の ｢Ｉ -あ な た の 所 得 情 報 ｣の 収 入 金 額 (年 額 ･税

込 )本 年 見込 の 欄 と一 致 さ せる こ と 。採 用 未 決定 の 奨 学金 等 に つい て は 、収 入 に 含

ま な い こと 。  

ま た 、収 入 金 額 ＝ 支 出 金 額 （ 授 業 料 、 生 活 費 含 む ） に な る よ う に 記 入 す る こ と 。  

※ 父 母 等 か ら の 給 付 が あ る 場 合 は 、 給 付 者 の 自 署 が 必 要 で す 。 実 家 等 に 郵 送 す る

な ど で 原 本 の 提 出 が 期 限 ま で 間 に 合 わ な い 場 合 は 、 取 り 急 ぎ メ ー ル や Ｆ Ａ Ｘ 等 で

や り 取 りし た 写 しの 提 出 を可 と す る。 た だ し、 後 日 、原 本 を 必ず 提 出 する こ と 。  

④ 収 入 に関 す る 証明 書 類  



   ※令 和 ３ 年１ 年 間（ １ ～ １ ２ 月 ）の 証 明 書 類 を 提 出 し て く だ さ い 。た だ し 、就 職 ・

転 職・退 職な ど で 収入 に 変 動が あ る 場合 は 令 和４ 年 給 与明 細・年 収見 込 証 明書 等 が

必 要 で す  

   ※収 入 が ない 方 も 、市区 町 村 が発 行 す る所 得 証 明書 ま た は課 税 証 明書 を 提 出し て く

だ さ い 。  

   ○定 職 収 入が あ る 場合 ：  

     給 与 所得 者 ⇒ 源泉 徴 収 票（ 写 し ）  

     給 与 所得 者 以 外⇒ 確 定 申告 書 （ 控） の 写 し（ 税 務 署受 付 印 のあ る も の）  

ま た は 市区 町 村 発行 の 所 得証 明 書  

   ○ア ル バ イト 収 入 があ る 場 合： ア ル バイ ト 先 の収 入 証 明書  

   ○奨 学 金 を受 け て いる 場 合：奨学 生 採 用決 定 通 知ま た は 受給 額 が わか る 書 類の 写 し  

⑤ ス カ ラネ ッ ト 入力 下 書 き用 紙 （ 大学 院 ） [用紙 ① 所 定用 紙 ] 

全 て 漏 れな く 記 入し て あ るも の の 原本 提 出 。  

      

４．スカラネットによる手続き (インターネットによる申込み ) 

 ｢ス カ ラ ネ ッ ト 入 力 下 書 き 用 紙 ｣（ 教 務 係 に 提 出 し た も の の 写 し ） に 従 い 、     

ホームページから入力すること。【入力期限：① 5 月 1 日（日）② 6 月 5 日（日）】 

   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ (URL)： http://www.sas.jasso.go.jp/ 

 

※教務係で申請内容及び『スカラネット入力下書き用紙』を確認してからメール

にてユーザＩＤ・パスワードをお知らせいたします。メールが届き次第、スカラ

ネット申込みを行って下さい。入力後は受付番号が出るので必ず控えておいてく

ださい。  

※入力時の注意 (以下を参照して入力すること ｡) 

 Ｄ -あなたの在学情報  

    (7)昼夜課程：昼  

       (10)修業年限  

     前期課程： 2 年 0 カ月  後期課程： 3 年 0 カ月  

Ｅ -奨学金貸与額情報  

3(1)入学時特別増額貸与奨学金（ 10 万～ 50 万円 )を希望できる要件として、

事前に ｢日本政策金融公庫 ｣の「国の教育ローン ｣の申込みをした後、ローン

が利用できなかった場合の証明書が必要です。  

Ｇ -保証制度、Ｈ -あなたの返還誓約書情報  

   機 関 保 証 制 度 と は 、 連 帯 保 証 人 や 保 証 人 に よ る 人 的 保 証 に 代 え て 、 一 定 の

保 証 料 を 保 証 機 関 に 支 払 う こ と に よ り 、 奨 学 金 の 貸 与 を 受 け る こ と が でき

る制度。なお、連帯保証人を選択した場合には、奨学金採用時（令和 4 年 7

月 頃 ） に 、 連 帯 保 証 人 及 び 保 証 人 を 立 て る 必 要 が あ り 、 印 鑑 証 明 書 や 所得

証 明 書 が 必 要 に な る の で 、 な る べ く 保 証 制 度 を 利 用 す る こ と を お す す めし

ます。  

Ｉ -あなたの所得情報  

生 活 費 や 授 業 料 等 の 支 払 に 対 し 、 合 理 的 な 金 額 で あ る よ う 、 ア ル バ イ ト の

予定や父母からの給付 ･預金等の取崩し等を記入すること。  

   (1)定職 ･アルバイト ｢父母等からの給付額 ｣ 

    自宅通学者  

食費・住居費など金銭・物品を問わず、本人の日常生活において、一般的



 

★新 型 コロナウイルス感 染 症 の影 響 を受 けた学 生 に対 する緊 急 対 応 について★ 

（第 二 種 奨 学 金 ） 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学生は、以下の対応措置が実施されます 。 

 

・緊急特別無利子貸与型奨学金申請（新規採用）【期限：随時／最終 11/30（水）】  

・休学しボランティアに参加する等の活動を行う者の休学中の奨学金貸与申請（新

規・既採用者）【期限：新規 4/25（月）・既採用者は毎月 20 日】  

・貸与奨学金期日前交付申請（既採用者。 7 月の振込時に 8,9 月分も併せて振込）  

【期限： 5/11（水）】  

 

※この申請を希望する方は、事前に教務係へ連絡し必要書類を入手のうえ、上記期限

までに提出ください。なお、詳細は別紙資料（別紙 2-1,2-3,2-4,2-5）を参照くださ

い。  

 

申込の流れ  

①募集案内の確認（窓口・郵送で受領／機構ＨＰからダウンロード）  

②申請希望について教務係へメール連絡  

③必要書類の準備  

④必要書類の提出  

⑤教務係から、スカラネットのＩＤ・ＰＷのメール受領  

⑥スカラネットで申込手続きを完了させる  

 

に家計から支出されるものを金額に算定し、更に、授業料・通学費・小遣

い等、本人に支給または本人に代わって家計から支出した金額も算定して

合計した金額を記入すること。  

自宅外通学者  

金銭 ･物品を問わず本人が父母等により給付を受けた金額、及び父母等が

本人に代わって負担した金額の合計額を記入すること。  

 

５．その他  

申込みの採択結果は、第１回目奨学金の振込有無をもって代えさせていただきま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育学部・教育学研究科  教務係  

〒 980-8576 仙台市青葉区川内 27-1  

TEL:022-795-6105 /  FAX:022-795-6110 

E-mai l : sed-kyomu@grp.tohoku.ac . jp  
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学⽣等に対する緊急⽀援について 
【緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦の推薦について】 

 

新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響によりアルバイト収⼊が⼤幅に減少した学⽣等を対象として、緊急特別
無利⼦貸与型奨学⾦の募集を⾏います。以下について参照のうえ、推薦してください。 
 

■奨学⾦概要 

〇 奨学⾦名称︓「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」 

〇 第⼆種奨学⾦（有利⼦）制度を活⽤しつつ利⼦分を国が補填し、実質無利⼦（0.0％）にて貸与し
ます。 

〇 奨学⽣の選考は、以下の１.（4）に基づき、⾏います。 

既に第⼀種奨学⾦の貸与を受けている奨学⽣についても、「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」については、
併⽤貸与の基準（⼈物・学⼒・家計）ではなく、第⼆種奨学⾦（有利⼦）の基準（⼈物・学⼒・家
計）による選考を⾏います。 

〇 学校ごとの推薦内⽰数はありませんので、要件を満たす希望者を推薦してください。 

 
 

１．推薦対象 

（1）対象学種 

・ ⼤学、短期⼤学の本科⽣、専攻科⽣及び別科⽣ 

・ 専修学校（専⾨課程）の本科⽣及び上級学科⽣ 

・ ⾼等専⾨学校の本科⽣及び専攻科⽣ 

・ ⼤学院修⼠・博⼠前期課程、専⾨職⼤学院（法科⼤学院を含む。）、博⼠・博⼠後期課程及び博
⼠医・⻭・薬（４年制）・獣医学課程の学⽣ 

 
（2）対象学年 

   全学年 

※⾼等専⾨学校⽣（本科⽣）は 4 年次、5 年次が対象です。 

 

（３）採⽤規模  

推薦内⽰数はありません。 

下記（4）対象者の要件に合致した適格者は推薦可能です。 

 

 

 

 

別紙２－１ 
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（4）対象者の要件 

  以下の要件を全て満たすことが必要です。 

   ①第⼆種奨学⾦の基準（⼈物・学⼒・家計）を満たしていること 

     ※家計基準は、本機構で確認します。 

②推薦時において、第⼆種奨学⾦の貸与を受けていないこと（令和 4 年度第⼆種奨学⾦予約採⽤候補
者で進学届提出により採⽤となる予定の者も推薦対象となりません） 

   ③家庭から多額の仕送りを受けていないこと（仕送り額が年間 150 万円以上ではないこと） 

   ④⽣活費・学費に占めるアルバイト収⼊の占める割合が⾼いこと 

⑤学⽣等本⼈のアルバイト収⼊について、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により⼤幅に減少したこと
（「緊急事態宣⾔」「まん延防⽌等重点措置」の実施区域となったこと等により、令和４年度において新
型コロナウイルス感染症拡⼤の影響でアルバイト収⼊が 50％以上減少した。予定していたアルバイトにつ
けず⾒込んでいた収⼊が得られなくなった等） 

   ※③〜⑤は当該要件を確認した上で、⼤学等が推薦 

 

2.申込・推薦期限及び初回交付⽇  

 （１）申込期限 

      通常の年間の応急採⽤の申込期限と同じ 

      ただし、最終申込期限は令和５年１⽉２４⽇（⽕） 

 

 （２）推薦期限 

      通常の年間の応急採⽤の推薦期限と同じ 

      ただし、最終推薦期限は令和５年１⽉２５⽇（⽔） 

 

 （３）初回交付⽇ 

      原則、推薦の翌⽉１１⽇（⼟曜、⽇曜、祝⽇の場合は前営業⽇） 

      ※４⽉は、４⽉ 21 ⽇（⽊） 

５⽉は、５⽉ 16 ⽇（⽉） 
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３.貸与期間 

（1）貸与始期  

「緊急事態宣⾔」⼜は「まん延防⽌等重点措置」の適⽤等に伴い、アルバイト収⼊が⼤幅に減少した⽉
以降で希望する⽉（令和４年４⽉以降）を選択 

 

（2）貸与終期 

令和５年 3 ⽉までの貸与となります。（令和４年度限りの貸与となります） 

 

4.貸与⾦額 

 
学部、短期⼤学、 
専修学校（専⾨課程）、 
⾼等専⾨学校 

⼤学院 

緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦ 

【貸与⽉額】 

２~１２万円（※1） 

（１万円単位で選択） 
5 万円、8 万円、10 万円、 
13 万円、15 万円から選択（※2） 

 ※1 以下の課程に在学する学⽣は、貸与⽉額 12 万円を選択した場合に限り、次のとおり増額ができます。
なお、本奨学⾦の採⽤者については、増額分の利率についても無利⼦（利率 0.0％）となります。 
・私⽴⼤学の医学・⻭学の課程 ︓４万円増額（12 万円＋4 万円＝貸与⽉額 16 万円） 
・私⽴⼤学の薬学・獣医学の課程︓２万円増額（12 万円＋2 万円＝貸与⽉額 14 万円） 

※2 法科⼤学院において貸与⽉額15 万円を選択した場合に限り、次のとおり増額できます。なお、本奨学⾦
の採⽤者については、増額分の利率についても無利⼦（利率 0.0％）となります。 

  ・法科⼤学院の増額 ︓4 万円増額（15 万円＋4 万円＝⽉額 19 万円） 

                 7 万円増額（15 万円＋７万円＝⽉額 22 万円） 

※３ ⼊学時特別増額貸与奨学⾦も無利⼦（利率 0.0％）となります。（1 年⽣または編⼊学者のみ）。
なお、⼊学時特別増額貸与奨学⾦は、同時に申し込む第ニ種奨学⾦の貸与始期を⼊学年⽉とする必要
があります。 

 
5.奨学⾦申込みにかかる留意点 

（1）スカラネットによる申込み 
① 申込希望者向け資料 

学校担当者⽤ホームページの本通知の掲載箇所に資料「≪緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦≫インタ
ーネット（スカラネット）⼊⼒に関する補⾜」（以下の②~⑧についても記載）をあわせて掲載していま
す。本奨学⾦の申込希望者に対し、「奨学⾦案内」とあわせて制度や⼿続き⽅法を周知いただく際にご
利⽤ください。 

   ② 採⽤種別の選択画⾯  

「（３）緊急採⽤・応急採⽤（貸与奨学⾦のみ）」 を選択するようご案内をお願いします。 
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③ 収⼊に関する証明書類の提出及び所得の⼊⼒ 

申込時においてマイナンバーを提出する必要はありませんが、収⼊に関する証明書類の提出及び全て
の所得について⼊⼒が必要となります。（下記（2）参照） 

    ④ 希望する貸与奨学⾦の選択 
（Ｃ－奨学⾦申込情報） 

「（3）第⼆種奨学⾦のみ希望します。」 を選択するようご案内をお願いします。 
      ※ 「併⽤貸与」を選択している場合は、学校において推薦時に訂正をお願いします。 

 ⑤ 希望する貸与開始⽉の選択 
（Ｆ－奨学⾦貸与額情報 2（4）） 

  アルバイト収⼊が⼤幅に減少した⽉以降で「2022 年 4 ⽉~2023 年 3 ⽉」 の範囲で⼊⼒するよう
ご案内をお願いします。 

⑥ 被災状況コードの選択≪重要≫ 
  （Ｋ－特記情報 ７．） 
   プルダウンリストから「緊急特別無利⼦」を選択するようご案内をお願いします。 
   ※ 未選択、⼜は誤って他の項⽬を選択した場合は、本奨学⾦の選考対象となりませんので注意して

ください。 
⑦ 家庭事情の⼊⼒ 
  （Ｌ－家庭事情情報） 

学校における要件確認にご利⽤いただけるよう 「⑴家庭からの仕送り額 ⑵⽣活費・学費に占めるア
ルバイト収⼊の割合 ⑶学⽣等本⼈のアルバイト収⼊の減少」 を明記し、新型コロナウイルス感染症
の影響により学⽣⽣活の継続に⽀障をきたしている事情等について、具体的に詳しく⼊⼒するようご案内
ください。 

⑧ 家計急変の事由の選択 
  （緊急・応急採⽤情報 1．） 
   「(15)本⼈の収⼊減少及び⽀出増⼤に伴う経済困難」を選択するようご案内をお願いします。 
⑨ 家計急変の事由が⽣じた年⽉の⼊⼒ 
  （緊急・応急採⽤情報 2．） 
   アルバイト収⼊が⼤幅に減少した⽉を⼊⼒するようご案内をお願いします。 
※ ⼤学院、⾼等専⾨学校の場合は、（）内の項⽬番号等を読み替えてご確認ください。 

 

（2）提出書類 
次の①〜③の提出書類を学校へ提出するようご案内をお願いします。 
なお、提出書類は全て学校保管となります。  

   ① 「確認書兼個⼈信⽤情報の取扱いに関する同意書」 
在学定期採⽤の様式を配付し、提出するようご案内をお願いします。 

   ② ⽣計維持者の収⼊に関する証明書類   
本奨学⾦は、短期間で選考し奨学⾦を早期に交付するため、申込時に⽣計維持者の 2021 年度

（2020 年 1 ⽉〜12 ⽉分）の所得証明書類（ただし、9 ⽉以降に申込む場合、2022 年度
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（2021 年 1 ⽉〜12 ⽉分）の所得証明書類）などの提出を求め、インターネット（スカラネット）の該
当する所得項⽬に⼊⼒するようご案内をお願いします。 
 なお、2020 年 1 ⽉ 2 ⽇以降（9 ⽉以降に申込む場合、2021 年 1 ⽉ 2 ⽇以降）に転職等によ
り⽣計維持者の収⼊に変化が⽣じている場合は、家計急変後の給与明細（直近 3 か⽉分）等を提
出のうえ、インターネット（スカラネット）の該当する所得項⽬に⼊⼒するようご案内をお願いします。 

   ③ アルバイト収⼊減等の証明書 
       アルバイト収⼊減等（上記１（4）の③~⑤）を学校で確認できるよう証明書類の提出を求めてく

ださい。なお、証明書類は、様式⾃由による⾃⼰申告書も認められます。 

    ※ 提出書類は在学採⽤等の推薦関係書類と同様に、⼀定期間保管後、廃棄をお願いします。（貸
与奨学⾦「奨学事務の⼿引」第 10 章参照） 

   ④ ⼊学時特別増額貸与奨学⾦に係る申告書等 
       認定所得⾦額が基準額を上回る場合は、⽇本政策⾦融公庫の「国の教育ローン」を利⽤できなか

った旨の申告書等の提出が必要となりますが、家計基準の審査は本機構において⾏うため、当該対象
者は採⽤決定時に確定します。当該対象者は、採⽤決定後に学校を通じて不備の無い申告書等が
本機構に提出されるまで、⼊学時特別増額貸与奨学⾦の振込みができません。 

       採⽤決定後は、スカラＡＣの「選考ソフト」（「Ｄ．選考状態の確認」画⾯）で申告書等の提出が
必要な者を必ず確認のうえ提出について指導を⾏い、申告書等を速やかに本機構（採⽤課採⽤係）
に送付してください。 

 

6.推薦にかかる留意点 
（1）推薦にかかるＱ＆Ａ（令和 4 年 4 ⽉ 1 ⽇版）を学校担当者⽤ホームページに掲載していますので、参

照してください。 
 
（2）選考ソフトからの推薦にあたっては、学校担当者⽤ホームページの本通知の掲載箇所に資料「選考ソフト

の⼊⼒内容の確認に関する補⾜」を掲載していますので、ご確認をお願いします。 
      ※⼊⼒内容について以下の点を確認のうえ推薦してください。 
       ・応急採⽤の申込みであること 
       ・申込区分は（3）第⼆種奨学⾦のみ希望であること 
       ・希望する貸与始期は 2022 年４⽉~2023 年 3 ⽉の範囲であること 
       ・被災状況は緊急特別無利⼦であること 
 
（3）本奨学⾦の推薦にあたり「推薦書」（紙）の提出は必要ありません。 
 

７. その他 

（1）採⽤関係帳票について 

本奨学⾦の採⽤者については、通常の第⼀種奨学⽣や第⼆種奨学⽣として採⽤となった者と共に、奨
学関係⽉次発送において各学校へ「奨学⽣証」及び「返還誓約書」を送付します。 

・対象者の「奨学⽣証」は、「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」と印字していますのでご確認ください。 



 

【別紙 2-1】6/6 

・対象者の「返還誓約書」は、「返還の条件（⽬安）」欄に以下の印字をしていますのでご確認ください。 

【緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦】返還の条件（⽬安）には、上限利率の年３．０％（増額貸与部
分は、年３．２％）で仮計算した割賦⾦等が記載されていますが、「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」
の対象のため、表記に関わらず実質無利⼦となります。実際の返還額は、返還開始前に送付する通知
でご確認ください。 

・採⽤後に、奨学⽣本⼈のマイナンバーを本機構に提出いただきます。提出対象者の「マイナンバー提出書」
を送付しますので、配付をお願いします。 

 

（2）貸与奨学⾦の返還について 

本機構の貸与奨学⾦は、返還の義務があります。そのため、返還時の負担を考慮した適切な貸与⽉額
を選択する等、学⽣等が返還義務と返還時の負担の程度を⼗分⾃覚したうえで奨学⾦の申請⼿続を⾏う
よう、ご指導願います。 

また、実質無利⼦の奨学⾦のため、「返還額」及び「保証料（機関保証制度選択者のみ）」の取扱い
が通常の第⼆種奨学⾦（有利⼦）と異なりますので、詳細については別添の返還に関する説明資料
「『緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦』の採⽤となった皆様へ」をご確認ください。なお、採⽤者がいる学校に
は、「奨学⽣証」「返還誓約書」とあわせて⼈数分の説明資料をお送りします。  

 

（3）スカラＡＣ「奨学⽣⼀覧」及び各種ダウンロードデータ 

 本奨学⾦の採⽤者については、貸与期間が今年度限りであることから、本機構において貸与終期を原則
⼀律に 2023 年 3 ⽉として採⽤処理を⾏います。 

 

（4）本制度では、第⼀種奨学⾦に設定されている「所得連動返還⽅式」、「猶予年限特例」、「特に優れた
業績による返還免除（⼤学院）」は適⽤されません。 

 

（5）給付奨学⾦の家計急変採⽤や、通常の貸与奨学⾦の緊急採⽤・応急採⽤の推薦事務に関するお問
い合わせについては、以下のお問い合わせ先を参照してください。 

以上 

 ＜推薦事務に関するお問い合わせ先＞ 

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」 
「給付奨学⾦の家計急変採⽤」 
「貸与奨学⾦の緊急採⽤・応急採⽤」 

貸与・給付部 採⽤課 （特設電話） 
電話番号︓０３－６６３６－６１８０ 
      （平⽇ 9 時 00 分〜18 時 15 分） 
FAX 番号︓０３－６７４３－６６６９ 

貸与・給付部 特別採⽤課 
電話番号︓０３－６７４３－３８１９ 
      （平⽇ 8 時 30 分〜18 時 15 分） 
FAX 番号︓０３－６７４３－６６７１ 

 



回数 返還額 うち元金 うち利子

初回 9,471円 9,013円 458円

２回目 9,471円 9,015円 456円

３回目 9,471円 9,018円 453円

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

154回目 9,471円 9,447円 24円

155回目 9,471円 9,450円 21円

156回目
（最終回）

9,559円 9,430円 129円

⽇本学⽣⽀援機構ホームページ https://www.jasso.go.jp/

電話でのお問い合わせ先（⽇本学⽣⽀援機構 奨学⾦相談センター）
℡︓０５７０－６６６－３０１(ナビダイヤル・全国共通)

⽉曜⽇〜⾦曜⽇９時００分〜２０時００分（祝⽇・年末年始を除く）

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」は、第⼆種奨学⾦（有利⼦）制度の利⼦分を国が負担することで、実
質無利⼦にて貸与するものです。奨学⾦の財源に占める返還⾦の割合は⾮常に⼤きく、将来に渡って多くの学
⽣等を⽀援していくためには、奨学⾦を確実に返還していただくことが極めて重要になっています。

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」の採⽤となった皆様へ
－緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦の返還について－

返還について

返還額について2

問い合わせ先3

1

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」は、国が利⼦分を負担して、有利⼦奨学⾦を実質無利⼦奨学⾦にする
という仕組みのため、返還いただく際には以下のとおり「通常の有利⼦奨学⾦の返還」の元⾦分のみを返還い
ただくこととになります。（利⼦分は国が負担します）

（202204）

回数 返還額 うち元金 うち利子

初回 9,013円 9,013円 0円

２回目 9,015円 9,015円 0円

３回目 9,018円 9,018円 0円

・・・ ・・・ ・・・ ・・・

154回目 9,447円 9,447円 0円

155回目 9,450円 9,450円 0円

156回目
（最終回）

9,430円 9,430円 0円

利⼦は0円となります
（国が負担します）

この⾦額（元⾦のみ）を
毎⽉返還いただきます。

通常の有利⼦奨学⾦の返還

緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦の返還
例︓奨学⾦の⽉額︓120,000円 の場合

４⽉〜３⽉に借りた場合の総額︓1,440,000円
利率（固定⽅式）︓0.369%
返還年数︓13年（156回）



機関保証制度を選択した場合、毎⽉の貸与⽉額から保証料が差し引かれて⼝座に振り込まれます。
「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」は、第⼆種奨学⾦（有利⼦）制度を活⽤しつつ、利⼦分を国が
負担する制度ですが、奨学⾦の貸与中は、通常の第⼆種奨学⾦（有利⼦）と同額の保証料が差し
引かれます。

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」の採⽤となった皆様へ
－緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦の保証料について－

貸与中の保証料について

保証料の⽀払いについて2

1

「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」の保証料は、①で記載のとおり、奨学⾦の貸与中は、通常の第
⼆種奨学⾦（有利⼦）の保証料が適⽤されますが、返還の必要がない利⼦分に係る保証料につい
ては、本来お⽀払いいただく必要のないものですので、奨学⾦の返還時に精算いたします。

（202204）

保証料の精算について

②に記載の精算⽅法については、あなたが⼤学等を卒業し、奨学⾦を返還する際の初回返還時
に本機構にて精算処理を⾏います。具体的には、貸与中余分にいただいた保証料相当額を差し引い
た⾦額を返還していただきます。

3

（機関保証制度選択者のみ）

（参考）⽉額毎の保証料の差額

奨学金の月額
通常の保証料

との差額
（月額）

通常の保証料
との差額
（年額）

20,000円 1円 12円

30,000円 5円 60円

50,000円 9円 108円

70,000円 13円 156円

100,000円 25円 300円

120,000円 35円 420円

・「緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦」の保証料
は、通常の第⼆種奨学⾦（有利⼦）にかかる
保証料より、少なくなります。



（⼤学・短期⼤学・専修学校専⾨課程） 
※⼤学院、⾼等専⾨学校の⽅は、項⽬番号等を適宜読み替えて⼊⼒いただきますようお願いします。 
 
 
 
 
 
〇 「貸与奨学⾦案内」にある「スカラネット⼊⼒下書き⽤紙」及び以下の内容を参照のうえ、インターネット（スカラネ
ット）から奨学⾦を申込みしてください。 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 ２ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

申込選択 
（1）定期採⽤（1 次⼜は 2 次） 
（2）家計急変採⽤（給付） 
（3）緊急採⽤・応急採⽤（貸与） 
（4）第⼆種奨学⾦（短期留学） 

（3）緊急採⽤・応急採⽤（貸与奨学⾦のみ） を選択
してください。 
※応急採⽤（緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦）の申込み

となります。 
※誤って(1)、(2)または(4)を選択した場合、再申込となりま
す。 

□ 

マイナンバー提出書情報 
 申込ＩＤ 
 パスワード 

＜⼊⼒不要＞ 
申込選択画⾯で（3）緊急採⽤・応急採⽤（貸与）を選
択している場合は、表⽰されません。 
※マイナンバーは、奨学⽣として採⽤された後に本⼈分のみ

提出していただきます。 

□ 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 3 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｃ－奨学⾦申込情報 
１．あなたの希望する貸与奨学⾦を

１つ選択してください。 

（3）第⼆種奨学⾦のみ希望します。（（a）内） 
を選択してください。 
※現在、第⼀種奨学⾦の貸与を受けている場合も、（ｂ）

や（ｃ）の項⽬は選択しないでください。 
※緊急採⽤（第⼀種奨学⾦）を同時に希望する場合は、

応急採⽤の申込後に、改めて緊急採⽤（第⼀種奨学
⾦）を申込みしてください（(a)内の「（1）第⼀種奨学
⾦のみ希望します。」を選択）。 

□ 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 7 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｆ－奨学⾦貸与額情報 
2.（4）あなたは何⽉分から貸与を

希望しますか。 

アルバイト 収⼊が⼤幅に減少した⽉以降で 2022 年 4 ⽉
~2023 年 3 ⽉の範囲で、希望する貸与開始⽉を⼊⼒し
てください。 
※2022 年 3 ⽉以前は⼊⼒しないでください。 

□ 

4.（1）あなたの希望する利率の算
定⽅法を選択してください。 

（1）利率固定⽅式 を選択してください。 
※採⽤後は無利⼦となりますので、便宜上の選択となりま

す。 
□ 

≪緊急特別無利⼦貸与型奨学⾦≫  

インターネット（スカラネット）⼊⼒に関する補⾜ 

【学⽣⽤】 



（⼤学・短期⼤学・専修学校専⾨課程） 
スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 8 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｇ－あなたの履歴情報 
3.あなたはこれまでに⽇本学⽣⽀援

機構の給付奨学⾦を受けています
か。/貸与奨学⾦を受けていますか。 

これまで⽇本学⽣⽀援機構の奨学⾦を受けている（⽀給・
貸与が終了しているものを含む）場合は、「はい」を選択し、
その奨学⽣番号を⼊⼒してください。 

□ 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 12 13 ページ 
画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｊ－あなたの家族情報  
（ｆ）⽣計維持者①②の所得につ

いて、該当するものをすべて選
び、年額を⼊⼒してください。 

申込時にマイナンバーを提出しないため、以下の⼊⼒が必要
です。 
1.給与所得欄、2.商店・農業⼯業、個⼈経営のいずれかに
「3.」〜「9.」の数値（年額）も含めて⼊⼒してください。 
※収⼊に変化が⽣じている場合は、家計急変後の収⼊を⼊

⼒してください。 

□ 

2021 年度（2020 年 1 ⽉〜12 ⽉分）の所得証明書類
（ただし、9⽉以降に申込む場合、2022年度（2021年1
⽉〜12 ⽉分）の所得証明書類）を学校に提出してくださ
い。 

□ 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 14 ページ 
画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｋ－特記情報 
7.災害・震災に被災したことがある⼈

で、被災した災害・震災が選択肢の
中に含まれている場合は該当のもの
を選択してください。 

緊急特別無利⼦ を選択してください。 
※異なる選択肢を選んだ場合、緊急特別無利⼦貸与型奨

学⽣として正しく採⽤されない場合があります。 
□ 

Ｌ－家庭事情情報 
（全⾓ 200 ⽂字） 

①家庭からの仕送り額、②⽣活費・学費に占めるアルバイト
収⼊の占める割合、③学⽣等本⼈のアルバイト収⼊の減少
を明記し、新型コロナウイルス感染症の影響により、学⽣⽣
活の継続に⽀障をきたしている事情等について、具体的に詳
しく⼊⼒してください。 

□ 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 16 ページ 
画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

緊急・応急採⽤情報  
1.家計急変の事由を 1 つ選択してくだ

さい。 

（15）本⼈の収⼊減少及び⽀出増⼤に伴う経済困難  
を選択してください。 □ 

2.家計急変の事由が⽣じた年⽉を記
⼊してください。 

アルバイト収⼊が⼤幅に減少した年⽉を⼊⼒してください。 □ 

4.家計基準該当事由を選択してくだ
さい。 

（3）その他上記以外の家計急変により就学継続が困難
のため を選択してください。 
※下記 A・B 欄の⼊⼒はしないでください。 

□ 
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別紙 2-3 
 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学⽣等に対する緊急⽀援について 
【休学者に係る第⼆種奨学⽣の推薦について】 

 
現在、第⼆種奨学⾦の貸与を受けていない者で、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を機に、今

年度中に休学しボランティアに参加する等（学びの複線化）の活動を⾏う者で、在学学校⻑がその休
学期間の活動が有意義であると認めた者について、第⼆種奨学⽣として推薦することができます。以下に
ついて参照のうえ、推薦してください。 
 

１．推薦対象 

（1）推薦区分及び対象学種 

    第⼆種奨学⽣ 

・ ⼤学、短期⼤学の本科⽣、専攻科⽣及び別科⽣ 

・ 専修学校（専⾨課程）の本科⽣及び上級学科⽣ 

・ ⾼等専⾨学校の本科⽣及び専攻科⽣ 

・ ⼤学院修⼠・博⼠前期課程、専⾨職⼤学院（法科⼤学院を含む。）、博⼠・博⼠後期課
程及び博⼠医・⻭・薬（４年制）・獣医学課程の学⽣ 

 

（2）対象学年 

     全学年 

※⾼等専⾨学校⽣（本科⽣）は 4 年次、5 年次が対象です。 

 

（３）採⽤規模 

推薦内⽰数はありません。 

下記（4）対象者の要件に合致した適格者は全員推薦可能です。 

 

（4）対象者の要件 

  以下の①〜④の要件を全て満たす者が対象です。 

   ① 第⼆種奨学⾦の基準（⼈物・学⼒・家計）を満たしている者 

     ・ 第⼀種奨学⾦の貸与を受けている者は、併⽤貸与の基準を満たしている必要があります。 

  ・ 各基準及び審査⽅法等は、在学定期採⽤に準じます。 

② 推薦時において、第⼆種奨学⾦の貸与を受けていない者 

   ③ 新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を機に、2022 年度中に休学しボランティアに参加する
等（学びの複線化）の活動を⾏っている⼜は活動を⾏う予定のある者 
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     ・ 推薦時に当該活動を⾏っていない場合は、通常の定期採⽤に申込み、今年度中に休学し
当該活動を開始する時に「休学時奨学⾦継続願」の⼿続きをすることができます。 

     ・ 申請時において既に活動が終了している者は対象外です。 

④ 当該休学期間の活動が、「社会的貢献活動」「専攻分野のプラスになる」「⾃⼰の⼈間形成に
役⽴つ」など有意義であること、及び奨学⾦貸与の必要性を在学学校⻑が認める者 

   ※ 当該要件を⼤学等が確認した上で推薦 

 

２.貸与期間 

（1）貸与始期 

当該休学期間における活動開始年⽉（2022 年 4 ⽉~2022 年 9 ⽉） 

※ 活動開始年⽉が 2022 年 3 ⽉以前であっても貸与始期は 2022 年 4 ⽉以降となります。 

 

（2）貸与終期 

原則として卒業予定期 

※ 当該休学期間における貸与期間は、最⼤１年間です。 

・ 貸与始期から 1 年経過後において、引き続き休学する場合は、「休学中奨学⾦採⽤願」
（下記 5.（1）①参照）の活動期間及び休学期間に基づき、本機構において休⽌処
理を⾏います。なお、復学後に復活を希望する場合は、異動⼿続き（様式 1-2）が必要
です。 

※ 当該休学期間後に卒業予定期が延⻑となる場合は、当該事由による第⼆種奨学⾦貸与
期間延⻑⼿続きを⾏うことにより、最⼤で 1 年間貸与期間を延⻑することができます。 

※ 当該休学による貸与期間は、修業年限に⼊ります。 
※ 貸与中に奨学⾦が不要となった場合は、辞退の⼿続きが可能です。 

 

3．貸与⾦額 

第⼆種奨学⾦の貸与⾦額については、「奨学事務の⼿引」、「奨学⾦案内」⼜は本機構ホーム
ページ等をご確認ください。 

なお、⼊学時特別増額貸与奨学⾦は対象となりません。 

 

４．推薦期間（書類提出期限）及び初回交付⽇ 
 別紙１ ４．を参照してください。 
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５.奨学⾦申込みにかかる留意点 

（1）提出書類 

   ① 「休学中奨学⾦採⽤願」（学校担当者⽤ホームページに掲載）） 

当該休学期間にボランティアに参加する等（学びの複線化）の活動を⾏っている⼜は活動を
⾏う予定がある学⽣等は、貸与を開始するため、「休学中奨学⾦採⽤願」を提出するようご案
内をお願いします。学校にてお取りまとめいただき、別紙 1 の 4.「マイナンバー以外の必要書類
提出期限」（⼤学院は（書類提出期限））までに、採⽤課採⽤係まで提出（消印有効）
してください。 

※ 推薦時にまだ当該活動を⾏っていない者（2022 年 9 ⽉までに活動を開始する者）につ
いても、提出期限までにご提出をお願いします。 

   ② その他の必要書類の提出 
    「奨学⾦案内」等を参照してください。 

 

（2）スカラネットによる申込み 

① 申込希望者向け資料 
  学校担当者⽤ホームページに資料「≪休学中奨学⾦採⽤願≫インターネット（スカラネット）⼊

⼒に関する補⾜」（以下の②〜⑧についても記載）を掲載しています。 
本奨学⾦の申込希望者に対し、「奨学⾦案内」とあわせて制度や⼿続き⽅法を周知いただく際
にご利⽤ください。 

② 採⽤種別の選択画⾯ 
「（1）定期採⽤（1 次⼜は２次）」 を選択するようご案内をお願いします。 

    ③ 希望する貸与奨学⾦の選択 
（Ｃ－奨学⾦申込情報） 

申込者の状況により、選択するようご案内をお願いします。 
   ④ 学年の選択 

（Ｄ－あなたの在学情報 1（5）） 
 休学前の卒業予定年⽉にあわせた実質学年を⼊⼒してください。 

   ⑤ 卒業予定年⽉の選択 
（Ｄ－あなたの在学情報 1（8）） 
 当該休学期間に⼊る前の卒業予定年⽉を⼊⼒するようご案内をお願いします。 

   ⑥ 希望する貸与開始⽉の選択 
（Ｆ－奨学⾦貸与額情報 2（4）） 
  当該休学期間における活動開始年⽉「2022 年４⽉~2022 年 9 ⽉」 の範囲内で⼊

⼒するようご案内をお願いします。なお、当該休学期間中に、断続的に活動を繰り返している
場合、最初の活動開始年⽉を⼊⼒してください。また、活動開始が 2022 年 3 ⽉以前の場
合は、2022 年 4 ⽉以降を⼊⼒してください。 
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⑦ 被災状況コードの選択≪重要≫ 
  （Ｋ－特記情報 ７．） 
   プルダウンリストから「休学中（学びの複線化）」を選択するようご案内をお願いします。 
   ※ 未選択、⼜は誤って他の項⽬を選択した場合は、本奨学⾦の選考対象となりませんので

注意してください。 
⑧ 家庭事情の⼊⼒ 
  （Ｌ－家庭事情情報） 

「新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で、休学中にボランティアに参加するため」等と⼊⼒
するようご案内ください。 

   ※ ⼤学院、⾼等専⾨学校の場合は、（）内の項⽬番号等を読み替えてご確認ください。 
 

6.推薦にかかる留意点 

（1）選考ソフトからの推薦にあたっては、学校担当者⽤ホームページに資料「≪休学中奨学⾦採⽤願
≫選考ソフトの⼊⼒内容の確認に関する補⾜」を掲載していますので、ご確認をお願いします。 

 
（2）⼊⼒内容について以下の点を確認のうえ推薦してください。 
       ・定期採⽤の申込みであること 
       ・第⼆種奨学⾦の申込区分であること 
       ・希望する貸与始期は、活動開始年⽉（2022 年 4 ⽉~2022 年 9 ⽉）であること 
       ・被災状況は休学中（学びの複線化）であること 
 
（3）「貸与推薦所⾒」の⼊⼒ 

スカラネットの「家庭事情欄」及び「休学中奨学⾦採⽤願」を確認のうえ、学校において当該休
学期間の活動内容が有意義であると認められる場合は、「貸与推薦所⾒」にその旨及び活動期間
を⼊⼒のうえ、対象学⽣等を推薦してください。 

なお、断続的に活動を繰り返している場合は、活動期間の詳細、及び活動停⽌期間を有意義
な活動期間の⼀部として認められるか否かについても⼊⼒してください。 

    （貸与推薦所⾒の例） 
     「新型コロナウイルスの影響により、２０２●年●⽉●⽇から休学し、学外において●●の●●

活動に２０２2 年●⽉から継続的に参加しており、その活動内容は教育的活動に資するも
のと認められる。」 

 
（4）本奨学⾦の推薦にあたり「推薦書」（紙）の提出は必要ありません。 
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7. その他 

（1）採⽤関係帳票について 

本奨学⾦の採⽤者については、通常の第⼀種奨学⽣や第⼆種奨学⽣として採⽤となった者と
共に、奨学関係⽉次発送において各学校へ「奨学⽣証」及び「返還誓約書」を送付します。 

 

（2）貸与奨学⾦の返還について 

本機構の貸与奨学⾦は、返還の義務があります。そのため、返還時の負担を考慮した適切な貸
与⽉額を選択する等、学⽣等が返還義務と返還時の負担の程度を⼗分⾃覚したうえで奨学⾦の
申請⼿続を⾏うよう、ご指導願います。 

 

 
以上 

 
 

【学校ご担当者からのお問い合わせ先】 
貸与・給付部 採⽤課 採⽤係（特設電話） 

電 話︓０３－６６３６－６１８０（平⽇ 9時〜18時15分） 
ＦＡＸ︓０３－６７４３－６６６９ 



（Ｒ４在学︓⼤学・短期⼤学・専修学校専⾨課程） 

※⼤学院、⾼等専⾨学校の⽅は、項⽬番号等を適宜読み替えて⼊⼒いただきますようお願いします。 
 
 
 
 
 
 
〇 「貸与奨学⾦案内」にある「スカラネット⼊⼒下書き⽤紙」及び以下の内容を参照のうえ、インターネット（スカラネ
ット）から奨学⾦を申込みしてください。 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 ２ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 
申込選択 
（1）定期採⽤（1 次⼜は 2 次） 
（2）家計急変採⽤（給付） 
（3）緊急採⽤・応急採⽤（貸与） 
（4）第⼆種奨学⾦（短期留学） 

（1）定期採⽤（1 次⼜は 2 次） を選択してください。 
※誤って(2)~(4)を選択した場合、再申込となります。 □ 

マイナンバー提出書情報 
 申込ＩＤ 
 パスワード 

「マイナンバー提出書」に印字されている申込ＩＤとパスワード
を⼊⼒してください。 
※スカラネット⼊⼒完了時に表⽰される「受付番号」を、「マイ

ナンバー提出書」に記⼊してください。 記⼊後、指定され
た⼿続きにより速やかに送付してください。 

□ 

 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 3 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 
Ｃ－奨学⾦申込情報 
１．あなたの希望する貸与奨学⾦を

１つ選択してください。 

申込者の状況により、第⼆種奨学⾦（⼜は併⽤貸与）を
含む項⽬を選択してください。 □ 

 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 5 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

D－あなたの在学情報 
1.（5）学年を記⼊してください。 

休学前の卒業予定年⽉にあわせた実質学年を⼊⼒してくだ
さい。 □ 

（8）あなたの正規の卒業予定年
⽉を記⼊してください。 

休学に⼊る前の卒業予定年⽉を⼊⼒してください。 □ 

 
  

≪休学中奨学⾦採⽤願≫  

インターネット（スカラネット）⼊⼒に関する補⾜ 

【学⽣⽤】 



（Ｒ４在学︓⼤学・短期⼤学・専修学校専⾨課程） 

スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 7 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｆ－奨学⾦貸与額情報 
2.（4）あなたは何⽉分から貸与を

希望しますか。 

2022 年 4 ⽉〜2022 年 9 ⽉の範囲内で、休学中に活
動開始する年⽉を⼊⼒してください。 
※活動開始が 2022 年 3 ⽉以前の場合は、「2022 年 4 

⽉」、申込時点で活動していない場合は、2022 年 9 ⽉ま
での範囲内で開始する年⽉を⼊⼒してください。 

□ 

 
スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 8 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｇ－あなたの履歴情報 
3.あなたはこれまでに、⽇本学⽣⽀援

機構の給付奨学⾦を受けています
か。/貸与奨学⾦を受けていますか。 

これまでに⽇本学⽣⽀援機構の奨学⾦を受けている（⽀
給・貸与が終了しているものを含む）場合は、「はい」を選択
し、その奨学⽣番号を⼊⼒してください。 

□ 

 
スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 12 13 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 

Ｊ－あなたの家族情報  
（ｆ）⽣計維持者①②の所得につ

いて、該当するものをすべて選
び、年額を⼊⼒してください。 

「1.給与所得」、または「2.商店・農業⼯業、個⼈経営」に
該当し、2020 年 1 ⽉ 2 ⽇から申込時点までに⽣計維持者
の勤務先に変更がない場合は、当該項⽬の年額の⼊⼒は
不要です。 
2020 年 1 ⽉ 2 ⽇から申込時点までに勤務先に変更があ
る場合、当該項⽬の年額の⼊⼒が必要です。 
※上記以外に、申込時点で「3.失業⼿当」〜「9.その他」に 

該当する所得があれば該当する全ての項⽬に年額を⼊⼒
してください（⽣活保護費は原則としてマイナンバーより情
報連携しますので、⾦額の⼊⼒は不要です。）。 

□ 

 
スカラネット⼊⼒下書き⽤紙 14 ページ 

画⾯ ⼊⼒⽅法 チェック 
Ｋ－特記情報 
7.災害・震災に被災したことがある⼈

で、被災した災害・震災が選択肢の
中に含まれている場合は該当のもの
を選択してください。 

休学中（学びの複線化） を選択してください。 
※異なる選択肢を選んだ場合、第⼆種奨学⽣として正しく

採⽤されない場合があります。 
□ 

Ｌ－家庭事情情報 
（全⾓ 200 ⽂字） 

「新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響で、休学中にボラン
ティアに参加するため」等と⼊⼒してください。 □ 

 



独立行政法人日本学生支援機構理事長　殿

　下記のとおり休学期間中に活動しますので，奨学金の貸与をお願いします。

■ 奨学生記入欄 （記入必須）
年 月 日

年 月 日

年

年 月 日 年 月

※学籍上の身分が「休学」の場合のみ提出することができます。在学中及び留学中の場合は該当しません。

※休学中に貸与できる期間は、2022年4月以降の活動月から最長で１年間とします。

※ 活動開始年月が2022年4月～9月の者が対象です。（2020年度又は2021年度から休学し2022年度も継続して当該活動を行っている

　　者も申請可能ですが，その場合，2022年4月以降分からの振込となります。）

■ 学校記入欄 （記入必須）

※☑の記入がない場合は不採用となります。

上記記載のとおり相違ないことを証明いたします。

20 年 月 日

(22.4)
提出先 郵送の要否

学校番号 区分

採用係 郵送必要

　※証明者は課長相当職以上の方としてください。なお，職印の押印は必要ありません。

学 校 長 承 認
（有益と認 めら れる 場合 は☑ を記 入） □ 上記の活動について学校長が教育上有益と認めている

関係課長(※) （　　　　　　　　　　）

-　　　　-

電話番号
（担当者名）

学　校　名

（学校の証明）

休 学 期 間 20　  　年　 　 月　  　日 ～ 20　 　 年　　  月　 　 日

活 動 内 容
　　□ 社会的貢献活動　 □ 専攻分野に資する活動　 □ 自己の人間形成に役立つ活動

（該当を☑で選択、複数選択可）

＊活動始期をスカラネットに入力する貸与始期としてください。

活 動 内 容 詳 細

ボランティアに参加する等（学
び の 複 線 化 ） の 活 動 期 間

活動始期（2022年4月以降の日付を記載） 終期（最長で1年間までを記入してください）

20 日～ 20

学部・学科（課程・研究科）
学 籍 番 号

フ リ ガ ナ

学 年
氏 名
（ 自 署 ）

活 動 先 （ 団 体 名 等 ）

休 学 中 奨 学 金 採 用 願
【新型コロナウイルス感染症の影響に係る各種支援専用】

在 籍 学 校 名
届 出 年 月 日 　20

生 年 月 日

ご記入いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金支給業務，奨学金貸与業務（返還業務を含む）及び在籍する学校での授業料等減免業務のために利用されます。この利用目的の

適正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供されますが，その他の目的には利用されません。機関保証

加入者については，機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に提供されます。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正

な範囲内においてあなたの情報が提供されます。

[ 様式 ] 第二種奨学金のみ
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別紙 2-4 
 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学⽣等に対する緊急⽀援について 
【休学中の学⽣等を対象とした第⼆種奨学⾦の継続貸与について（採⽤後の⽀援）】 

 

第⼆種奨学⾦の貸与を受けている者（令和４年度に第⼆種奨学⽣として採⽤された者を含む）
で、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を機に、令和４年度中に休学しボランティアに参加する等の
活動を⾏う者で、在学学校⻑がその休学期間の活動が有意義であると認めた者については、休学中も
貸与を最⼤１年継続できます。つきましては、以下の対象となる学⽣等に、「休学時奨学⾦継続願」
（学校担当者⽤ホームページ掲載）の提出についてご案内いただきますようお願いいたします。 

 

１．対象学種 

（１） ⼤学、短期⼤学の本科⽣、専攻科⽣及び別科⽣ 
（２） 専修学校（専⾨課程）の本科⽣及び上級学科⽣ 
（３） ⾼等専⾨学校の本科⽣及び専攻科⽣ 
（４） ⼤学院修⼠・博⼠前期課程、専⾨職⼤学院（法科⼤学院を含む。）、博⼠・博⼠

後期課程及び博⼠医・⻭・薬（４年制）・獣医学課程の学⽣ 
 

２．対象学年 

    全学年 
   ※ ⾼等専⾨学校⽣（本科⽣）は 4 年次、5 年次が対象です。 

 

３．対象者の要件 

次の（１）~（３）の全てを満たす者 

（１） 令和４年度に第⼆種奨学⾦の貸与を受けている者 

（２） 新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を機に、令和４年度中に休学しボランティアに参
加する等（学びの複線化）の活動を⾏う者 

   ※ 申請時において既に復学している者は対象外です。 

   ※ 令和３年度から休学し令和４年度も継続して当該活動を⾏っている者も対象となりま
すが、令和４年度に新たに申請する者については、継続貸与の開始は令和４年４⽉
以降となります。 

（３） （２）の休学期間の活動が有意義であること、及び奨学⾦貸与の必要性を在学学校
⻑が認める者 

※ 「社会的貢献活動」「専攻分野のプラスになる」「⾃⼰の⼈間形成に役⽴つ」等の活動
内容であることが認められる場合は対象となります。 

 

４．提出書類 

  「休学時奨学⾦継続願」（学校担当者⽤ホームページ掲載） 
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５．提出期限 

  毎⽉１０⽇（⼟⽇祝⽇の場合はその翌⽇） 
  ［書類送付先］奨学指導課 異動・補導係 
   ※ 提出書類に不備等がない場合は、本機構において復活（⼜は振込保留解除）の処理を⾏

い、提出の翌⽉に当該活動の開始（令和４年４⽉以降）に遡って奨学⾦を振り込みま
す。 

※ 当該活動を⾏う２か⽉前から当該活動を開始後２か⽉後までを⽬安として、本機構に書類
を提出してください。 

 

６．貸与期間 

   活動を開始した⽉から最⼤１年間 

※ 当該休学期間における活動開始年⽉が令和４年４⽉~9 ⽉の者に限ります。 
（令和４年 10 ⽉以降に活動を開始する者の取扱いは、改めてご連絡します。） 

※ 令和３年度に１年未満の継続貸与を受けた者は、残り⽉数分の継続貸与を受けることがで
きます。例えば、令和３年度に当該⽀援の継続貸与を６か⽉受けた者が、令和４年度に新
たに当該⽀援を申請する場合は、残り６か⽉の貸与継続が可能です。 

 
７提出等にかかる留意点 

（１） 活動内容を選択の上、活動内容詳細欄に次の２点を記載するようご案内をお願いい
たします。 

・「新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響を機に休学し活動（具体的に記載）を⾏うこと」 
・「奨学⾦の継続が必要であること」 

（２） 断続的に活動を繰り返している場合に⽣じる活動停⽌期間についても、有意義な活動
期間の⼀部として在学学校⻑が認める場合は、貸与を受けることができます。 

（３） 対象者について、復学後に卒業延期となる場合は「第⼆種奨学⾦貸与期間延⻑願」を
提出することができます（学業成績不振による卒業延期を除く）。 

（４） 活動期間終了後も引き続き休学する場合は、「休学時奨学⾦継続願」に記載の活動
期間及び休学期間に基づき、本機構において活動期間終了年⽉の翌⽉から休⽌処理
を⾏います。なお、活動期間を延⻑する場合や、休学期間を短縮する場合は、奨学指
導課異動・補導係にご連絡ください。 

（５） 当該休学期間における継続貸与期間は、最⼤１年間です。活動期間開始年⽉から１
年を超えて休学する場合は、上記（４）と同様に本機構にて休⽌処理を⾏います。 

（６） 令和３年度に当該⽀援の申請を⾏い、令和４年４⽉以降も当該⽀援の対象者とし
て貸与を継続（最⼤１年）している者は、改めて書類を提出する必要はありません。 

 

以上 

 

 

 

【学校ご担当者からのお問い合わせ先】 
貸与・給付部 奨学指導課 異動・補導係 

電  話︓０３－６７４３－６０３９（平⽇ 8 時 30 分〜18 時 15 分）
ＦＡＸ︓０３－６７４３－６６７３ 



【学籍上の身分が「休学」（「留学」・｢在学」を除く）の場合のみ提出可能】

独立行政法人日本学生支援機構理事長　殿

　下記のとおり休学期間中に活動しますので，引き続き奨学金の貸与をお願いします。

■ 奨学生記入欄 （記入必須）
年 月 日

年 月 日

年

8 0

※ 継続貸与期間は最大で１年間とします。

※ 活動期間終了後（または活動開始年月から１年経過後）に引き続き休学している場合は，奨学金の振込みが止まります。

　　活動期間が延長になった場合や休学期間が短縮になった場合は，学校に申し出てください。

※ 活動開始年月が2022年4月～9月の者が対象です。（2021年度から休学し2022年度も継続して当該活動を行っている者も

　　申請可能ですが，その場合，2022年4月分からの振込再開（復活）となります。）

■ 学校記入欄 （記入必須）

上記記載のとおり相違ないことを証明いたします。

20 年 月 日

(22.4)

郵送必要 入力不可

関係課長(※)

　※証明者は課長相当職以上の方としてください。なお，職印の押印は必要ありません。

提出先 郵送の要否 スカラＡＣ入力

（学校の証明）

異動・補導係

活 動 内 容 詳 細

休 学 期 間 20　  　年　 　 月　  　日 ～ 20　 　 年　　  月　 　 日

返 還 誓 約 書 機 構 提 出

学　校　名

（該当を☑で選択）
20　 　 年　　  月　 　 日卒業予定年月□ 提出済み　　　　□ 提出予定

学 校 長 承 認 □ 上記の活動について学校長が教育上有益と認めている

活 動 先 （ 団 体 名 等 ）

ボランティアに参加する等（学
び の 複 線 化 ） の 活 動 期 間      20　　　　　年　　　　　月　　～　　20　　　　　年　　　　　月

活 動 内 容
　　□ 社会的貢献活動　 □ 専攻分野に資する活動　 □ 自己の人間形成に役立つ活動

（該当を☑で選択、複数選択可）

第二種

学部・学科（課程・研究科）
学 籍 番 号

フ リ ガ ナ

学 年
氏 名
（ 自 署 ）

　奨学生番号　（現在貸与を受けている第二種奨学金の奨学生番号を記入）

休 学 時 奨 学 金 継 続 願

在 籍 学 校 名
届 出 年 月 日 　20

生 年 月 日

ご記入いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金支給業務，奨学金貸与業務（返還業務を含む）及び在籍する学校での授業料等減免業務のために利用されます。この利用目的の

適正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に応じて提供されますが，その他の目的には利用されません。機関保証

加入者については，機構が保有する個人情報のうち保証管理に必要な情報が保証機関に提供されます。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正

な範囲内においてあなたの情報が提供されます。

学 校 番 号 区分電話番号 （担当者名）

（ ）
－ －

[ 様式 ] 第二種奨学金のみ
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた学⽣等に対する緊急⽀援について 
【貸与奨学⾦の期⽇前交付（既採⽤者が対象）】 

 
新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により、まとまったお⾦が必要となった学⽣等への⽀援として、奨学⽣か

らの願出により、７⽉の貸与奨学⾦振込⽇（令和４年7⽉11⽇（⽉））に８⽉分及び９⽉分を期⽇前に
振り込みます。 

 

    
・・・ ６⽉   ７⽉     ８⽉      ９⽉      10⽉ ・・・ 
 
１．対象 

第⼀種奨学⾦・第⼆種奨学⾦（いずれも全学種・全学年） 
※１ すでに第⼀種奨学⽣・第⼆種奨学⽣として採⽤されている者が対象です。（令和４年度採⽤者

を含む） 
※２ ７⽉に７〜９⽉分を振り込みますので、次の奨学⾦の振込は10⽉になります。 
※３ 利⽤している奨学⾦の状態等によっては利⽤できない場合があります。 

（利⽤できない具体例） 
・令和４年７⽉〜９⽉分の奨学⾦の振込状態が「休・停⽌中」、「保留中」となっている。 
・給付奨学⾦を併せて受給していることにより、貸与⽉額が０円となっている第⼀種奨学⾦ 
・第⼀種奨学⾦の期⽇前交付を希望する場合で、併せて受給している給付奨学⾦の⽀援区分

が９⽉分まで確定していない。  
・⼈的保証から機関保証への変更⼿続き中（予定を含む）  等 

 
２．提出書類 

「期⽇前交付申請書」（別添様式） 
 
３．提出期限 

令和4年6⽉10⽇（⾦）必着 
[書類提出先]貸与・給付部奨学指導課 異動・補導係 

※ 奨学⽣から提出があったものから順次お送りください。早めの送付をお願いします。 
以上 

別紙 2-5 

６⽉分 

9⽉分 

【学校ご担当者からのお問い合わせ先】 
貸与・給付部 奨学指導課 異動・補導係 

電  話︓０３－６７４３－６０３９（平⽇ 8 時 30 分〜18 時 15 分） 
ＦＡＸ︓０３－６７４３－６６７３ 

8⽉分 

7⽉分 10⽉分 



独立行政法人

日本学生支援機構理事長　殿

新型コロナウイルス感染症の影響等特別な事情が発生したため，下記のとおり，貸与奨学金の期日前交付をお願いします。

なお，奨学金の期日前交付を受けた際には，翌月及び翌々月は奨学金の振込が止まることについて同意します。

奨　学　生　番　号

　※太枠線内及び必要事項は正確に，もれなく記入し，学校に提出すること。

※期日前交付を受けた期間（2022年8～9月）の振込みはありません。

※給付奨学金を併せて受給していることにより，貸与月額が0円となっている第一種奨学金にて申請された場合は利用できません。

※「奨学金貸与月額変更願（届）」を同時に提出する場合は，本紙にホチキス止めして提出してください。

■ 本人が未成年者の場合のみ記入

上記の者が，現在貸与を受けている奨学金について本申請を行うことに同意します。

〒

電話番号

〒

電話番号

●学校記入欄(必須)

上記記載のとおり相違ないことを証明します。

※証明者は課長相当職以上の方としてください。

期 日 前 交 付 申 請 書

学籍番号

提出日 西暦　　　　　　年    　　月　　　日

0 生年月日 西暦　　　　　　年    　　月　　　日

短期大学 氏 名
（自署）課程 研究科　　学校

大学（院） 学部 学科（科）

年次

　本人が未成年者の場合には，親権者がそれぞれの欄に自署してください。親権者とは，民法に定める親権者のことで，通常は両親で
す。両親がいる場合は，必ず二名とも記入してください。いずれかがいない場合は一人が記入し，余白に一人の旨を記入してください。
未成年後見人がいる場合は，未成年後見人が自署してください。奨学金申込時の「親権者又は未成年後見人」から変更されている場合
は，余白にその旨を記入してください。

 返還誓約書
 機構提出（　　を記入） □提出済

フリガナ

◎期日前交付内容 2022年７月振込み時に３か月分（７月分～９月分まで）を一括振込み

親
権
者
又
は
未
成
年
後
見
人

住　　所

（親権者・未成年後見人）

氏　　名

（自署）

住　　所

（親権者）

氏　　名

（自署）

□提出予定

異動・補導係 郵送必要 入力不可

（学校の証明） 年 月 日2022

学　校　名

関係課長（※）

(22.4)

ご記入いただいた情報及びあなたの奨学金に関する情報は，機構の奨学金支給業務，奨学金貸与業務（返還業務を含む）及び在籍する学校での授業料等減免業務のた

めに利用されます。この利用目的の適正な範囲内において，当該情報（奨学金の返還状況に関する情報を含む）が，学校，金融機関，文部科学省及び業務委託先に必要に

応じて提供されますが，その他の目的には利用されません。また，行政機関及び公益法人等から奨学金の重複受給の防止等のために照会があった場合は，適正な範囲内に

おいてあなたの情報が提供されます。

学 校 番 号 区分

電話番号 （担当者名）

（ ）

－ －
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